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今年も、また、新たな激暑を記録する夏になるよ

うな感じがしますが、皆さん、元気にしておられ

るでしょうか？ 皆さんが元気にしておられるこ

とを、心から願っています。

　６月半ばから夏日に突入！ 異常という言葉で

この激アツを耐え抜こうとするのですが、大変！

しかし、これはまだ耐えやすいことかも知れませ

ん。

イエスの助け

　先月のレターで、私がこれまでよくわからなか

ったイエスのことばから、イエスに示されたこと

を書きました。それは、「この世で、誰ひとり、

私たちを助けてくれる人がいなくても、人となっ

てこの世に来られた神の子イエス・キリストは、

私たちを助けてくださる」です。いつでも、どん

な時にでもです。

神のことばの真実と現実

　６月のレターを書き終えた後で、イエスから、

もう一つメッセージが私に示されました。そのこ

とは聖書の中でイエスが言われた全てのことばの

真実と現実を、私に再び確信させるものでした。

　私はこれまで、神の良い知らせ（ゴスペル）を

伝えて来ましたが、イエスのゴスペル（良い知ら

せ）は、神のことばの真実と、神のことばの現実

に基づくもので、そして、それは、天と地の全て

のものを造られた神であるイエスのことばは、「必

ずその通りになる」ということです。そして、そ

れを通して、イエスが誰であるか、イエスがどの

ような方であるかが人に分かるのです。その一番

最初が、「はじめに、神が天と地を創造した。」で

す。聖書の全てのことばは、このことばの真実と

現実の上に立っています。

全て、イエスの言ったことば通りになる。

　先月はヨハネの福音書の５章からで、38 年間

病気だった人を癒したイエスの奇跡です。四つの

福音書の中に、イエスは自分が神であることを公

に示すための一つとして、多くの奇跡を行ったこ

とが書いてあります。そのことを、まず、マタイ

の８章からいくつか書き出してみます。その後で、

先月の聖書の箇所ヨハネの５章に戻りますね。マ

タイの福音書８章を読んでください。

　ひとりのらい病人がみもとに来て、ひれ伏し
て言った。「主よ。お心一つで、私をきよめる
ことがおできになります。」イエスは手を伸ば
して、彼にさわり、「わたしの心だ。きよくなれ。」
と言われた。すると、すぐに彼のらい病はきよ
められた。� （マタイ 8：2〜 3）

　イエスがカペナウムにはいられると、ひとり
の百人隊長がみもとに来て、懇願して、言った。
「主よ。私のしもべが中風やみで、家に寝ていて、
ひどく苦しんでおります。」イエスは彼に言わ
れた。「行って、直してあげよう。」
　しかし、百人隊長は答えて言った。「主よ。

友達、親戚、家族、兄弟姉妹、これを読んでくださる皆さん 2025 年 7 月 1 日

また、そのときは、人々が大ぜいつまずき、互
いに裏切り、憎み合います。また、にせ預言者
が多く起こって、多くの人々を惑わします。不
法がはびこるので、多くの人たちの愛は冷たく
なります。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救わ
れます。
　この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、
すべての国民にあかしされ、それから、終わり
の日が来ます。� （マタイ24：3〜14）

　そのとき、『そら、キリストがここにいる』
とか、『そこにいる』とか言う者があっても、
信じてはいけません。にせキリスト、にせ預言
者たちが現われて、できれば選民をも惑わそう
として、大きなしるしや不思議なことをして見
せます。
　さあ、わたしは、あなたがたに前もって話し
ました。だから、たとい、『そら、荒野にいら
っしゃる』と言っても、飛び出して行ってはい
けません。『そら、へやにいらっしゃる』と聞
いても、信じてはいけません。人の子の来るの
は、いなずまが東から出て、西にひらめくよう
に、ちょうどそのように来るのです。

（マタイ24：23〜27）

　だが、これらの日の苦難に続いてすぐに、太
陽は暗くなり、月は光を放たず、星は天から落
ち、天の万象は揺り動かされます。そのとき、
人の子のしるしが天に現われます。すると、地
上のあらゆる種族は、悲しみながら、人の子が
大能と輝かしい栄光を帯びて天の雲に乗って来
るのを見るのです。

　人の子は大きなラッパの響きとともに、御使
いたちを遣わします。すると御使いたちは、天
の果てから果てまで、四方からその選びの民を
集めます。� （マタイ24：29 〜31）

この天地は滅び去ります。しかし、わたしのこ
とばは決して滅びることがありません。ただし、
その日、その時がいつであるかは、だれも知り
ません。天の御使いたちも子も知りません。た
だ父だけが知っておられます。

（マタイ24：35〜36）

イエスの忠実

　聖書に書いてある神のことばは、それを読む人

が、また、聞く人が、天と地のすべての造り主な

る神を知るためです。聖書に書かれてあるゴスペ

ルは、罪人を愛する神の愛、罪人を赦す神の恵み

とあわれみ、この世での命が終わった後で、天国

で与えられる永遠の命です。

　聖書に書かれてある神の真実と現実は、神の霊

（聖霊）によって、神であるイエス・キリストを

求める人の心に直接示されるのです。「イエス様、

あなたのことを、私に、教えてください。」

　神は、実に、そのひとり子をお与えになった
ほどに、世を愛された。それは御子を信じる者
が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいの
ちを持つためである。� （ヨハネ3：16）

イエスのことばです。ですから、大丈夫です。

● 7 月 30 日　5:00pm から西成の救霊会館でイエス様を歌って話す計画です。どうぞ、お越しください。

●イエス様の御心なら、夏は 7月下旬から 9月下旬、秋は 11月上旬から 12月 20日ごろまで、　
　来日する予定です。コンサートや伝道集会に森繁昇を招きたいと思われる方は、メールでご連絡ください。
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先に……と、文句を言っているのです。この男の

人は、イエスが誰か知らないのです。

　その状況で、イエスの「ことば」です。

　「起きて、床を取り上げて歩きなさい。」
� （ヨハネ5：8）

　すると、その人はすぐに直って、床を取り上
げて歩き出した。� （ヨハネ5：9）

　しかし、いやされたその人は、癒やしてくれ
た人がだれか知らなかった。� （ヨハネ5：13）

　15 節で、この男の人は、ユダヤ人にイエスの

ことを告げ口しています。この流れから、この男

の人は、38 年間もの長い間病に伏していたのに、

よくなりたいとイエスに答えてもいないし、それ

に、直してくれた人が誰かも知らなかったのです。

しかし、しかし、それでも良くなったのです。エ

ッーーー！！！

　このところから新しくイエスに教えていただい

たもう一つのことは、

　人が、仮に、イエスが誰なのか、また、どのよ

うな方なのか知らなくても、また、イエスを信じ

ていなくても、それらのこととは全く関係なしに、

「イエスの言った『ことば』は、必ずその通りに

なる。」ということです。

全て、イエスが言った言葉通りになる！

　今日のイエスのことばは、マタイの 24 章から

です。

　詳しくは書きませんが、イエスの言葉通り、今、

この世は、すでに、動乱の世界！ 動乱の日本！ 

動乱の時！ だと私は、はっきりと感じています。

しかし、それは、まだ、始まりです。

　ですから、人が信じても信じなくても、その通

りになるイエスのことばを、今回、真剣に受け取

り、前もって話してくださったことばを心に蓄え

ていましょう。

神の忠実

　私は、イエスの恵みによって救われた初め頃、

この箇所の、天地が滅びるとか、終わりが来ると

か読むと、あまりいい気はしませんでした。むし

ろ嫌で、あまり考えないようにしていました。し

かし、それは変わっていったのです。今回も書い

ていますが、滅びに向かっていた罪人である私の

ために、それに土地のちりにすぎない私のために、

神の子が人となってこの世に来られ、あの十字架

の上で苦しみ、命を捨ててくださったのです。

　そのイエスの愛と恵みを思い出させてもらうた

びに、何があっても、この方は私を愛しておられ

る、何が起こっても、この方は私によくしてくだ

さらないはずがないという確信を神によって強め

られてきました。「イエス様、ありがとう。」

　そして、イエス・キリストは死人の中からよみ

がえられた救い主です！ イエスは、自分のこと

ばと、私たちに対して忠実な方です！「イエス様、

ありがとう」

　マタイ 24 章　抜粋して書き出してみます。イ

エスの「ことば」です。

　イエスがオリーブ山ですわっておられると、
弟子たちが、ひそかにみもとに来て言った。「お
話しください。いつ、そのようなことが起こる
のでしょう。あなたの来られる時や世の終わり
には、どんな前兆があるのでしょう。」
　そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「人
に惑わされないように気をつけなさい。わたし
の名を名のる者が大ぜい現われ、『私こそキリ
ストだ』と言って、多くの人を惑わすでしょう。
　また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くで
しょうが、気をつけて、あわてないようにしな
さい。これらは必ず起こることです。しかし、
終わりが来たのではありません。民族は民族に、
国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと
地震が起こります。しかし、そのようなことは
みな、産みの苦しみの初めなのです。
　そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに
会わせ、殺します。また、わたしの名のために、
あなたがたはすべての国の人々に憎まれます。

あなたを私の屋根の下にお入れする資格は、私
にはありません。ただ、おことばをいただかせ
てください。そうすれば、私のしもべは直りま
すから。」
　……それから、イエスは百人隊長に言われた。
「さあ行きなさい。あなたの信じたとおりにな
るように。」すると、ちょうどその時、そのし
もべはいやされた。� （マタイ8：５〜13）

　夕方になると、人々は悪霊につかれた者を大
ぜい、みもとに連れて来た。そこで、イエスは
みことばをもって霊どもを追い出し、また病気
の人々をみなお直しになった。�（マタイ８：16）

　イエスが舟にお乗りになると、弟子たちも従
った。すると、見よ、湖に大暴風が起こって、
舟は大波をかぶった。ところが、イエスは眠っ
ておられた。
　弟子たちはイエスのみもとに来て、イエスを
起こして言った。「主よ。助けてください。私
たちはおぼれそうです。」
　イエスは言われた。「なぜこわがるのか、信
仰の薄い者たちだ。」
　それから、起き上がって、風と湖をしかりつ
けられると、大なぎになった。人々は驚いてこ
う言った。「風や湖までが言うことをきくとは、
いったいこの方はどういう方なのだろう。」
� （マタイ 8：23〜 27）

　それから、向こう岸のガダラ人の地にお着き
になると、悪霊につかれた人がふたり墓から出
て来て、イエスに出会った。彼らはひどく狂暴
で、だれもその道を通れないほどであった。
　すると、見よ、彼らはわめいて言った。「神
の子よ。いったい私たちに何をしようというの
です。まだその時ではないのに、もう私たちを
苦しめに来られたのですか。」
　ところで、そこからずっと離れた所に、たく
さんの豚の群れが飼ってあった。それで、悪霊
どもはイエスに願ってこう言った。「もし私た

ちを追い出そうとされるのでしたら、どうか豚
の群れの中にやってください。」
　イエスは彼らに「行け。」と言われた。すると、
彼らは出て行って豚にはいった。すると、見よ、
その群れ全体がどっとがけから湖へ駆け降りて
行って、水におぼれて死んだ。
� （マタイ 8：28〜 32）

　ここにイエスが行った五つの奇跡のことが書か

れています。3 回の癒しの奇跡では、３人ともイ

エスが病気を癒すことができる神であると知っ

て、その人たちの方からイエスのところに来て癒

しをお願いしました。そして、イエスは自分の「こ

とば」によって癒しの奇跡をしました。

　湖に起こった大暴風を大なぎにしたのも、イエ

スは、自分の「ことば」で風と湖とをしかりつけ

たのです。

　悪霊につかれた狂暴な二人から悪霊を追い出し

た時も、イエスは「行け。」と、「ことば」で悪霊

を追い出しました。

　ここの箇所からだけでも、イエスは、病気を直

す力、自然界を制御する力、悪霊を制する力、そ

れらの力を持っておられる神ということがわかり

ます。そして、その力を、「ことば」を使って表

したのです。

　そして、先月書いた 38 年もの長い間病気だっ

た男の人の癒しの奇跡です。

　ヨハネ 5 章 1 〜 13 節をもう一度読んでみてく

ださい。私には、新しく示されたイエスの現実で

す。ここでのイエスの癒しの奇跡の状況はマタイ

の８章の癒しの奇跡の時と違ったことがありま

す。

　一つは、この男の人は、自分からイエスに癒し

を求めて来たのではないのです。そして、この男

の人は、イエスの方から「よくなりたいか？」と

癒しを提供されたのです。神から言われたのです

よ！！ エーッ！でしょ！！

　にもかかわらず、この男の人は、「よくなりたい」

と答えていないのです。それどころか、誰も私を

助けてくれない、水が動かされた時に、他の人が



2 3

先に……と、文句を言っているのです。この男の

人は、イエスが誰か知らないのです。

　その状況で、イエスの「ことば」です。

　「起きて、床を取り上げて歩きなさい。」
� （ヨハネ5：8）

　すると、その人はすぐに直って、床を取り上
げて歩き出した。� （ヨハネ5：9）

　しかし、いやされたその人は、癒やしてくれ
た人がだれか知らなかった。� （ヨハネ5：13）

　15 節で、この男の人は、ユダヤ人にイエスの

ことを告げ口しています。この流れから、この男

の人は、38 年間もの長い間病に伏していたのに、

よくなりたいとイエスに答えてもいないし、それ

に、直してくれた人が誰かも知らなかったのです。

しかし、しかし、それでも良くなったのです。エ

ッーーー！！！

　このところから新しくイエスに教えていただい

たもう一つのことは、

　人が、仮に、イエスが誰なのか、また、どのよ

うな方なのか知らなくても、また、イエスを信じ

ていなくても、それらのこととは全く関係なしに、

「イエスの言った『ことば』は、必ずその通りに

なる。」ということです。

全て、イエスが言った言葉通りになる！

　今日のイエスのことばは、マタイの 24 章から

です。

　詳しくは書きませんが、イエスの言葉通り、今、

この世は、すでに、動乱の世界！ 動乱の日本！ 

動乱の時！ だと私は、はっきりと感じています。

しかし、それは、まだ、始まりです。

　ですから、人が信じても信じなくても、その通

りになるイエスのことばを、今回、真剣に受け取

り、前もって話してくださったことばを心に蓄え

ていましょう。

神の忠実

　私は、イエスの恵みによって救われた初め頃、

この箇所の、天地が滅びるとか、終わりが来ると

か読むと、あまりいい気はしませんでした。むし

ろ嫌で、あまり考えないようにしていました。し

かし、それは変わっていったのです。今回も書い

ていますが、滅びに向かっていた罪人である私の

ために、それに土地のちりにすぎない私のために、

神の子が人となってこの世に来られ、あの十字架

の上で苦しみ、命を捨ててくださったのです。

　そのイエスの愛と恵みを思い出させてもらうた

びに、何があっても、この方は私を愛しておられ

る、何が起こっても、この方は私によくしてくだ

さらないはずがないという確信を神によって強め

られてきました。「イエス様、ありがとう。」

　そして、イエス・キリストは死人の中からよみ

がえられた救い主です！ イエスは、自分のこと

ばと、私たちに対して忠実な方です！「イエス様、

ありがとう」

　マタイ 24 章　抜粋して書き出してみます。イ

エスの「ことば」です。

　イエスがオリーブ山ですわっておられると、
弟子たちが、ひそかにみもとに来て言った。「お
話しください。いつ、そのようなことが起こる
のでしょう。あなたの来られる時や世の終わり
には、どんな前兆があるのでしょう。」
　そこで、イエスは彼らに答えて言われた。「人
に惑わされないように気をつけなさい。わたし
の名を名のる者が大ぜい現われ、『私こそキリ
ストだ』と言って、多くの人を惑わすでしょう。
　また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くで
しょうが、気をつけて、あわてないようにしな
さい。これらは必ず起こることです。しかし、
終わりが来たのではありません。民族は民族に、
国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと
地震が起こります。しかし、そのようなことは
みな、産みの苦しみの初めなのです。
　そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに
会わせ、殺します。また、わたしの名のために、
あなたがたはすべての国の人々に憎まれます。

あなたを私の屋根の下にお入れする資格は、私
にはありません。ただ、おことばをいただかせ
てください。そうすれば、私のしもべは直りま
すから。」
　……それから、イエスは百人隊長に言われた。
「さあ行きなさい。あなたの信じたとおりにな
るように。」すると、ちょうどその時、そのし
もべはいやされた。� （マタイ8：５〜13）

　夕方になると、人々は悪霊につかれた者を大
ぜい、みもとに連れて来た。そこで、イエスは
みことばをもって霊どもを追い出し、また病気
の人々をみなお直しになった。�（マタイ８：16）

　イエスが舟にお乗りになると、弟子たちも従
った。すると、見よ、湖に大暴風が起こって、
舟は大波をかぶった。ところが、イエスは眠っ
ておられた。
　弟子たちはイエスのみもとに来て、イエスを
起こして言った。「主よ。助けてください。私
たちはおぼれそうです。」
　イエスは言われた。「なぜこわがるのか、信
仰の薄い者たちだ。」
　それから、起き上がって、風と湖をしかりつ
けられると、大なぎになった。人々は驚いてこ
う言った。「風や湖までが言うことをきくとは、
いったいこの方はどういう方なのだろう。」
� （マタイ 8：23〜 27）

　それから、向こう岸のガダラ人の地にお着き
になると、悪霊につかれた人がふたり墓から出
て来て、イエスに出会った。彼らはひどく狂暴
で、だれもその道を通れないほどであった。
　すると、見よ、彼らはわめいて言った。「神
の子よ。いったい私たちに何をしようというの
です。まだその時ではないのに、もう私たちを
苦しめに来られたのですか。」
　ところで、そこからずっと離れた所に、たく
さんの豚の群れが飼ってあった。それで、悪霊
どもはイエスに願ってこう言った。「もし私た

ちを追い出そうとされるのでしたら、どうか豚
の群れの中にやってください。」
　イエスは彼らに「行け。」と言われた。すると、
彼らは出て行って豚にはいった。すると、見よ、
その群れ全体がどっとがけから湖へ駆け降りて
行って、水におぼれて死んだ。
� （マタイ 8：28〜 32）

　ここにイエスが行った五つの奇跡のことが書か

れています。3 回の癒しの奇跡では、３人ともイ

エスが病気を癒すことができる神であると知っ

て、その人たちの方からイエスのところに来て癒

しをお願いしました。そして、イエスは自分の「こ

とば」によって癒しの奇跡をしました。

　湖に起こった大暴風を大なぎにしたのも、イエ

スは、自分の「ことば」で風と湖とをしかりつけ

たのです。

　悪霊につかれた狂暴な二人から悪霊を追い出し

た時も、イエスは「行け。」と、「ことば」で悪霊

を追い出しました。

　ここの箇所からだけでも、イエスは、病気を直

す力、自然界を制御する力、悪霊を制する力、そ

れらの力を持っておられる神ということがわかり

ます。そして、その力を、「ことば」を使って表

したのです。

　そして、先月書いた 38 年もの長い間病気だっ

た男の人の癒しの奇跡です。

　ヨハネ 5 章 1 〜 13 節をもう一度読んでみてく

ださい。私には、新しく示されたイエスの現実で

す。ここでのイエスの癒しの奇跡の状況はマタイ

の８章の癒しの奇跡の時と違ったことがありま

す。

　一つは、この男の人は、自分からイエスに癒し

を求めて来たのではないのです。そして、この男

の人は、イエスの方から「よくなりたいか？」と

癒しを提供されたのです。神から言われたのです

よ！！ エーッ！でしょ！！

　にもかかわらず、この男の人は、「よくなりたい」

と答えていないのです。それどころか、誰も私を

助けてくれない、水が動かされた時に、他の人が
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今年も、また、新たな激暑を記録する夏になるよ

うな感じがしますが、皆さん、元気にしておられ

るでしょうか？ 皆さんが元気にしておられるこ

とを、心から願っています。

　６月半ばから夏日に突入！ 異常という言葉で

この激アツを耐え抜こうとするのですが、大変！

しかし、これはまだ耐えやすいことかも知れませ

ん。

イエスの助け

　先月のレターで、私がこれまでよくわからなか

ったイエスのことばから、イエスに示されたこと

を書きました。それは、「この世で、誰ひとり、

私たちを助けてくれる人がいなくても、人となっ

てこの世に来られた神の子イエス・キリストは、

私たちを助けてくださる」です。いつでも、どん

な時にでもです。

神のことばの真実と現実

　６月のレターを書き終えた後で、イエスから、

もう一つメッセージが私に示されました。そのこ

とは聖書の中でイエスが言われた全てのことばの

真実と現実を、私に再び確信させるものでした。

　私はこれまで、神の良い知らせ（ゴスペル）を

伝えて来ましたが、イエスのゴスペル（良い知ら

せ）は、神のことばの真実と、神のことばの現実

に基づくもので、そして、それは、天と地の全て

のものを造られた神であるイエスのことばは、「必

ずその通りになる」ということです。そして、そ

れを通して、イエスが誰であるか、イエスがどの

ような方であるかが人に分かるのです。その一番

最初が、「はじめに、神が天と地を創造した。」で

す。聖書の全てのことばは、このことばの真実と

現実の上に立っています。

全て、イエスの言ったことば通りになる。

　先月はヨハネの福音書の５章からで、38 年間

病気だった人を癒したイエスの奇跡です。四つの

福音書の中に、イエスは自分が神であることを公

に示すための一つとして、多くの奇跡を行ったこ

とが書いてあります。そのことを、まず、マタイ

の８章からいくつか書き出してみます。その後で、

先月の聖書の箇所ヨハネの５章に戻りますね。マ

タイの福音書８章を読んでください。

　ひとりのらい病人がみもとに来て、ひれ伏し
て言った。「主よ。お心一つで、私をきよめる
ことがおできになります。」イエスは手を伸ば
して、彼にさわり、「わたしの心だ。きよくなれ。」
と言われた。すると、すぐに彼のらい病はきよ
められた。� （マタイ 8：2〜 3）

　イエスがカペナウムにはいられると、ひとり
の百人隊長がみもとに来て、懇願して、言った。
「主よ。私のしもべが中風やみで、家に寝ていて、
ひどく苦しんでおります。」イエスは彼に言わ
れた。「行って、直してあげよう。」
　しかし、百人隊長は答えて言った。「主よ。

友達、親戚、家族、兄弟姉妹、これを読んでくださる皆さん 2025 年 7 月 1 日

また、そのときは、人々が大ぜいつまずき、互
いに裏切り、憎み合います。また、にせ預言者
が多く起こって、多くの人々を惑わします。不
法がはびこるので、多くの人たちの愛は冷たく
なります。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は救わ
れます。
　この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、
すべての国民にあかしされ、それから、終わり
の日が来ます。� （マタイ24：3〜14）

　そのとき、『そら、キリストがここにいる』
とか、『そこにいる』とか言う者があっても、
信じてはいけません。にせキリスト、にせ預言
者たちが現われて、できれば選民をも惑わそう
として、大きなしるしや不思議なことをして見
せます。
　さあ、わたしは、あなたがたに前もって話し
ました。だから、たとい、『そら、荒野にいら
っしゃる』と言っても、飛び出して行ってはい
けません。『そら、へやにいらっしゃる』と聞
いても、信じてはいけません。人の子の来るの
は、いなずまが東から出て、西にひらめくよう
に、ちょうどそのように来るのです。

（マタイ24：23〜27）

　だが、これらの日の苦難に続いてすぐに、太
陽は暗くなり、月は光を放たず、星は天から落
ち、天の万象は揺り動かされます。そのとき、
人の子のしるしが天に現われます。すると、地
上のあらゆる種族は、悲しみながら、人の子が
大能と輝かしい栄光を帯びて天の雲に乗って来
るのを見るのです。

　人の子は大きなラッパの響きとともに、御使
いたちを遣わします。すると御使いたちは、天
の果てから果てまで、四方からその選びの民を
集めます。� （マタイ24：29 〜31）

この天地は滅び去ります。しかし、わたしのこ
とばは決して滅びることがありません。ただし、
その日、その時がいつであるかは、だれも知り
ません。天の御使いたちも子も知りません。た
だ父だけが知っておられます。

（マタイ24：35〜36）

イエスの忠実

　聖書に書いてある神のことばは、それを読む人

が、また、聞く人が、天と地のすべての造り主な

る神を知るためです。聖書に書かれてあるゴスペ

ルは、罪人を愛する神の愛、罪人を赦す神の恵み

とあわれみ、この世での命が終わった後で、天国

で与えられる永遠の命です。

　聖書に書かれてある神の真実と現実は、神の霊

（聖霊）によって、神であるイエス・キリストを

求める人の心に直接示されるのです。「イエス様、

あなたのことを、私に、教えてください。」

　神は、実に、そのひとり子をお与えになった
ほどに、世を愛された。それは御子を信じる者
が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいの
ちを持つためである。� （ヨハネ3：16）

イエスのことばです。ですから、大丈夫です。

● 7 月 30 日　5:00pm から西成の救霊会館でイエス様を歌って話す計画です。どうぞ、お越しください。

●イエス様の御心なら、夏は 7月下旬から 9月下旬、秋は 11月上旬から 12月 20日ごろまで、　
　来日する予定です。コンサートや伝道集会に森繁昇を招きたいと思われる方は、メールでご連絡ください。


